
当施設の肝癌診療における治療成績論文: 
 

当院では保険診療（通常診療）においてカルテ上に記録されたデータを用いて、後方視的に（振り返って）
検討をして治療成績の評価・公開などを行い、実臨床への還元を行うことで常に治療成績の向上を目指して
おります。 
このような臨床データ解析は新薬登場における治験と同様に当院のみならず全ての医療者において実臨床
においては非常に重要な情報となります。そして最終的には本邦ならびに世界のガイドラインや診療コンセ
ンサスにつながって将来肝癌患者さんが診療から得ることのできる大きな利益（診療成績改善）につながる
ものになっていきます。 
個人情報扱いにおいては個人が特定されない形式を取っておりますが、検査や治療における情報の使用をご
希望されない方は病院へお申し出頂くようになります。また多施設共同研究を含めて当院の臨床研究委員会
で倫理的に問題がないことを確認された後に検討を行います。 
また、当院では積極的に治験や医師主導型試験にも参加しております。詳しくは医師にお尋ねください。 
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（注：多施設共同研究も含みます、また 2008 年以降の英文論文のみ抜粋して表示しています） 
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